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I期 (c-1期)SCLC15 例 (C~.IA議 10例， c-IBWJ5例)と，
c"" IJ部でiまなかったが病湾総期 i野]{p-I期)であった2倒
(全て p-IB 期)の計 17 桝l.治療は，手~Jl留に行われた手術単独
4例，手前十議後化学療法 13例.






1:3. #5， #7であった.c-I1羽の5年生存率は60.0%(C-L¥ 
嬬70.0%，c-IB期40.0%)であった.病理病問?JIではp-I




あった.しかし c-lB期のうち 80.0%がp-Nl， 2であり，術
前にNOと診断する事;こ注意.が必姿であると考えられた.
